
蕊を流下する無数の小河川と, 狭井戸による揚水であるカも 分水嶺を境托して,その北では水に恵-.･

まれ, 南で馬 ｣没に不足しているO-従っち 農業も北では水田が中心であるが,南では穐 芝地

等が中心と怒っている.

串 四 季 :都 市 化 の 影 響

本地域は東京から87叫 電革で2時間足らずの距舘にあD,.都市化の影軍 もか夜b大きい｡東

の箱根火山麓は古くから別荘地として開けておD,又昭和 45年に東名高速道路が完成すれかも 京

浜大都市池亀 東海都市群への通勤圏に入る海 住宅地としての発展も期待されるo近代工業は昭

和55年頃から′沼津=菜地帯の延長としち 南部地域から勃興 し始めた那,現在はまだ萌芽の状

態である｡せた本地城は富士山を控えた観光地でもあるが,めぼしい観光資源をもた夜h為 富士

五湖地方及び箱根地方-の通過客が殆んどである｡

弟 五 草 :要 約

本地域の土地利用は,農業土地利用が中心であるが,工業鴫 住宅鴫 別荘鴫 観光地等の都市

的土地利用もあD, 全体として土豪 ,J,qは多角的で,今後も無駄の帥 土地利用を行う事によ,ち

多彩を方面に発展してゆくものと思われる｡

小牧市の地理学的考察

論文の内容構成は次の通bである｡

鐸-一章 概 観

弟二牽 歴史的 発達

弟三尊 自然専攻

第一節 気 儀

第二節 地形概観

第三節 地形区分

第四節 先史時代の地形

第五節 地下太の厳存状況

蒔田章 魚 集

第一節 概 観

第二節 農業的土地利用の変遷と農業用永
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第三節 盛業の粟津と最近の動向

第四節 都市化の影響

第五節 三部落の農業の実態 一 比較対照 一

弟玉章 都 市 化

序 論

第-節 名古屋市の衛盈都市としての小牧市

第二節 土地利用の変化と人口

第三節 工業化の実態

1. 工場進出状況

2.工場分布状況

5. 進出工場の性格 - 本社との関係 肘

4.工場立地条件の分析

第四節 住宅化の実態

1. 住宅化の概況

2. 住宅化進行地域

第五節 小牧市内における都市化進行地域

弟大帝 小牧市の地域性 と稔合計珂

調査地域である小牧市も 名古屋市の北方 12Yunに位置し東西最長14･82Km,南北9122Kmで

ある｡昭和50年市として発足した当時は人口5万の近在奥村の買物町的性格をもつ田園都市であ

ったが,以琴 昭和55年の小牧飛行場の新活喝 昭和55年の高速道路の起馬 内陸工業の中心

としての維新を迎え大小の企業500余が誘致され昭和40年6万余の人口をもつに至った.ここ

10年間における小牧市の顕著夜 変貌は農業面にかいても都市化の影麺をあらわしているo

当市は尾張平野の南北のほとんど中央地点に位置し束西にして東端近(にある｡周辺の地形鴫

東部よb濃尾平野の押税珪地と洪穣台地 新第三紀丘陵地 東部古生層山地とに大別でき,沖積低

地はさらに犬山扇状地の東部末端部と木曾川の自然嫡坊の発達する木曾川中央低地とに区分できる｡

供横台地は開析の程度によb高位段丘面の桃山面と中位段丘面の田楽句 小牧喝 低位段丘面の小

木面の4つにわけられる.･農業について埠 農村都市としての開発の歴史が江戸時代における虚業

用水の確保よbはじまるためまず土地利用の変遷と農業用水との関係を述べ現在の農業の実態把握

を試みた｡農業形態は地形と密接を関係にあD,西部平超地の水田中心地帯と東部丘陵地のモち
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,1)ンゴを中心とする果樹栽培を副菜とした水田地帯に大別できる.近年の急速を工業化 住宅化に

よる農地威少によって専業良家にとっては比叡的集約栽培による作付体系がとられ読鶏.果菜等の

作付が増も 華に細 を畑地とし花か 観葉作物の温室栽培が農家収入を上げる幌向にある｡また

愛知用水がこれらの農業生産向上への可能性を与えたとも云える｡

小牧市の都市化について鴫 名古屋市の衛星都市としての性格上名古屋市を中心とする中京圏内＼

の都市化の進展と一致し昭和55年頃から急激に進みつつある｡工業化は誘致工場を中心として進

められ機械 ･金属が中心であるカ与 ここ2, 5年鴫 名神･東名･中央の三太自動車道の結節点と

いう変通の利島によD,運輸鞄 サービス業をどの進出が目立ち昭和41年完成の日本最大のトラ

,ク｡ターミナルはさらにその幌向をう夜がすことに怒る｡ 進出工場の本社は名古屋市が約80蕗

をしめるが交通事情の緩和に伴い京阪神からの進出が著しくをbつつある｡住宅化鳴 名古屋市の

人口漏監現象によb県営住宅夜どの鼎頚住宅が主体と75:b進められているO市内での憩揮化の進行

は飛行場の存在によbその周辺では妨げられているOかくて小牧市の都市化払 名古屋市の衛星都

市としてのべ ,ドタウン的性格よDもむしろ新興=業都市としての色彩が強くをbつつある｡

宇治市の地理学的考察 ---

石 原 素 子

識査地域かも 京都府南部旧山城国中央部に位置し 琵琶湖に源を発する宇治川が京都盆地に流れ

出た谷口に旧宇治町を母体として, 1951年附近町村の合併によb成立した地域である｡東西 1

0･0叫 南北10･7Knで京都帝総面積の約1･5感にすぎをい｡

山城盆地で最も早 く文化の開けた地で,西方前方に豆板泡を控も 自然の景観と天然の要害を兼

叫 大化の頃から谷口の交通集落として発達L,史跡も多いO

研究内容を自然景観と人文景観に大きく分坊 自然景観の中で地形と気候をとり扱ったO

この地域の地形払 東半の大部分が古生層を基盤とする醍醐笠取山塊T,最高50077L前後T, こ

の山地を宇治川が験入メず-/ダーを措きつつ先行的に切っている.南部の宇治丘陵かも 鮮新～洪積

層にみられるbadlandの地名免が特徴的である｡この地域は特に地形と地質の関係が密接で地形

区分をすると, 1)古生層山地 2)旧洪積丘鞄 5)新鶴構台鞄 4)押離 粗 と大きく4つ

に分類でも 2)5)娃それぞれ5段-2段の段丘地形を示 L, 5)は2)の縁辺を帯状にふちど

ってレヽる｡

人文景観で壮盛業と都市化について故へ あくまで良美を主とL,.都市化による廃業の変貌をみ
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